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(57)【要約】
【課題】　シリンダーの軸方向におけるシリンダーに対
するヘッドの移動の制限が偶発的に解除される可能性を
低減することができるポンプおよびポンプ式製品を提供
する。
【解決手段】　ポンプにおいて、ヘッド固定部１６０に
よる矢印１００ａで示す方向におけるシリンダーに対す
るヘッド１５０の移動の制限は、ヘッド固定部１６０に
対してヘッド１５０が矢印１００ｃで示す方向に回転さ
せられることによって解除され、ヘッド１５０およびヘ
ッド固定部１６０は、矢印１００ｃで示す方向における
ヘッド固定部１６０に対するヘッド１５０の回転を互い
の接触によって制限する回転制限部１５２ｃおよび回転
制限部１６３ｂを備え、ポンプは、回転制限部１５２ｃ
、回転制限部１６３ｂが、それぞれ、矢印１００ａ、１
００ｂで示す方向に突出していることによって、矢印１
００ｃで示す方向において回転制限部１５２ｃが回転制
限部１６３ｂに接触することを特徴とする。
【選択図】　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンダーと、
　前記シリンダーの軸方向に前記シリンダーに対して移動可能であるピストンと、
　前記ピストンと連動して移動するヘッドと、
　前記軸方向における前記シリンダーに対する前記ヘッドの移動を制限するヘッド移動制
限部と
　を備えるポンプであって、
　前記ヘッド移動制限部による前記軸方向における前記シリンダーに対する前記ヘッドの
移動の制限は、前記ヘッド移動制限部に対して前記ヘッドが前記シリンダーの周方向に回
転させられることによって解除され、
　前記ヘッド移動制限部は、前記周方向における前記ヘッド移動制限部に対する前記ヘッ
ドの回転を前記ヘッドとの接触によって制限するヘッド回転制限部を備え、
　前記ヘッドは、前記周方向における前記ヘッド移動制限部に対する前記ヘッドの回転が
前記ヘッド回転制限部との接触によって制限される回転制限部接触部を備え、
　前記ポンプは、前記ヘッド回転制限部および前記回転制限部接触部の少なくとも１つが
前記軸方向に突出していることによって、前記周方向において前記回転制限部接触部が前
記ヘッド回転制限部に接触することを特徴とするポンプ。
【請求項２】
　前記軸方向のうち一方の方向である第１の軸方向に前記シリンダーに対して前記ピスト
ンを付勢する付勢部を備え、
　前記ポンプは、前記ヘッド回転制限部が前記軸方向のうち前記第１の軸方向の逆方向で
ある第２の軸方向に突出していることと、前記回転制限部接触部が前記第１の軸方向に突
出していることとの少なくとも１つを満たすことによって、前記周方向において前記回転
制限部接触部が前記ヘッド回転制限部に接触することを特徴とする請求項１に記載のポン
プ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のポンプと、
　前記ポンプによって送り出される液体が収納される容器と
　を備えることを特徴とするポンプ式製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体を送り出すポンプおよびポンプ式製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のポンプとして、シリンダーと、シリンダーの軸方向にシリンダーに対して移動可
能であるピストンと、ピストンと連動して移動するヘッドと、シリンダーの軸方向におけ
るシリンダーに対するヘッドの移動を制限するヘッド移動制限部とを備えるものが知られ
ている（例えば、特許文献１参照。）。特許文献１に記載されたポンプにおいて、ヘッド
移動制限部によるシリンダーの軸方向におけるシリンダーに対するヘッドの移動の制限は
、ヘッド移動制限部に対してヘッドがシリンダーの周方向に回転させられることによって
解除される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１０３７０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、従来のポンプにおいては、ヘッド移動制限部に対してヘッドがシリンダ
ーの周方向に比較的弱い力で回転させられることができるので、シリンダーの軸方向にお
けるシリンダーに対するヘッドの移動の制限が偶発的に解除される可能性があるという問
題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、シリンダーの軸方向におけるシリンダーに対するヘッドの移動の制
限が偶発的に解除される可能性を低減することができるポンプおよびポンプ式製品を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のポンプは、シリンダーと、前記シリンダーの軸方向に前記シリンダーに対して
移動可能であるピストンと、前記ピストンと連動して移動するヘッドと、前記軸方向にお
ける前記シリンダーに対する前記ヘッドの移動を制限するヘッド移動制限部とを備えるポ
ンプであって、前記ヘッド移動制限部による前記軸方向における前記シリンダーに対する
前記ヘッドの移動の制限は、前記ヘッド移動制限部に対して前記ヘッドが前記シリンダー
の周方向に回転させられることによって解除され、前記ヘッド移動制限部は、前記周方向
における前記ヘッド移動制限部に対する前記ヘッドの回転を前記ヘッドとの接触によって
制限するヘッド回転制限部を備え、前記ヘッドは、前記周方向における前記ヘッド移動制
限部に対する前記ヘッドの回転が前記ヘッド回転制限部との接触によって制限される回転
制限部接触部を備え、前記ポンプは、前記ヘッド回転制限部および前記回転制限部接触部
の少なくとも１つが前記軸方向に突出していることによって、前記周方向において前記回
転制限部接触部が前記ヘッド回転制限部に接触することを特徴とする。
【０００７】
　この構成により、本発明のポンプは、ヘッド移動制限部のうち、シリンダーの周方向に
おけるヘッド移動制限部に対するヘッドの回転をヘッドとの接触によって制限するヘッド
回転制限部と、ヘッドのうち、シリンダーの周方向におけるヘッド移動制限部に対するヘ
ッドの回転がヘッド回転制限部との接触によって制限される回転制限部接触部との少なく
とも１つがシリンダーの軸方向に突出していることによって、シリンダーの周方向におい
て回転制限部接触部がヘッド回転制限部に接触するので、回転制限部接触部と、ヘッド回
転制限部との接触が解除されるために、ヘッドがヘッド移動制限部に対して比較的強い力
でシリンダーの周方向に回転させられる必要があり、その結果、シリンダーの軸方向にお
けるシリンダーに対するヘッドの移動の制限が偶発的に解除される可能性を低減すること
ができる。
【０００８】
　本発明のポンプは、前記軸方向のうち一方の方向である第１の軸方向に前記シリンダー
に対して前記ピストンを付勢する付勢部を備え、前記ポンプは、前記ヘッド回転制限部が
前記軸方向のうち前記第１の軸方向の逆方向である第２の軸方向に突出していることと、
前記回転制限部接触部が前記第１の軸方向に突出していることとの少なくとも１つを満た
すことによって、前記周方向において前記回転制限部接触部が前記ヘッド回転制限部に接
触しても良い。
【０００９】
　この構成により、本発明のポンプは、ヘッド回転制限部がシリンダーの軸方向のうち付
勢部がシリンダーに対してピストンを付勢する第１の軸方向の逆方向である第２の軸方向
に突出していることと、回転制限部接触部が第１の軸方向に突出していることとの少なく
とも１つを満たすことによって、シリンダーの周方向において回転制限部接触部がヘッド
回転制限部に接触するので、回転制限部接触部と、ヘッド回転制限部との接触が解除され
るために必要な、ヘッドがヘッド移動制限部に対してシリンダーの周方向に回転させられ
る力を付勢部による付勢力によって大きくすることができ、その結果、シリンダーの軸方
向におけるシリンダーに対するヘッドの移動の制限が偶発的に解除される可能性を更に低
減することができる。
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【００１０】
　本発明のポンプ式製品は、ポンプと、前記ポンプによって送り出される液体が収納され
る容器とを備えても良い。
【００１１】
　この構成により、本発明のポンプ式製品は、シリンダーの軸方向におけるシリンダーに
対するヘッドの移動の制限が偶発的に解除される可能性をポンプが低減することができる
ので、シリンダーの軸方向におけるシリンダーに対するヘッドの移動がヘッド移動制限部
によって制限されている状態での取り扱いを容易化することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のポンプおよびポンプ式製品は、シリンダーの軸方向におけるシリンダーに対す
るヘッドの移動の制限が偶発的に解除される可能性を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施の形態に係るポンプ式製品の側面図である。
【図２】ヘッドがヘッド固定部に固定されている状態での図１に示すポンプの側面断面図
である。
【図３】ヘッドがヘッド固定部に固定されている状態での図１に示すポンプの正面断面図
である。
【図４】ヘッドがヘッド固定部に固定されていない状態での図１に示すポンプの側面断面
図である。
【図５】ヘッドがヘッド固定部に固定されていない状態での図１に示すポンプの正面断面
図である。
【図６】ヘッドの一部を断面にした状態の図１に示すヘッドおよびヘッド固定部の側面図
である。
【図７】図６における一部の拡大図である。
【図８】図６の矢印Ａで示す方向に観察した場合のヘッドの断面図である。
【図９】図６に示すヘッド固定部の平面図である。
【図１０】図７に示す例とは異なる例での、ヘッドの一部を断面にした状態のヘッドおよ
びヘッド固定部の一部の側面図である。
【図１１】図７および図１０に示す例とは異なる例での、ヘッドの一部を断面にした状態
のヘッドおよびヘッド固定部の一部の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１５】
　まず、本実施の形態に係るポンプ式製品の構成について説明する。
【００１６】
　図１は、ポンプ式製品１０の側面図である。
【００１７】
　図１に示すように、ポンプ式製品１０は、液体が収納される容器２０と、容器２０に収
納されている液体を容器２０の外部に送り出すために容器２０に固定されるポンプ１００
とを備えている。
【００１８】
　図２は、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定されている状態でのポンプ１００の
側面断面図である。図３は、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定されている状態で
のポンプ１００の正面断面図である。図４は、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定
されていない状態でのポンプ１００の側面断面図である。図５は、ヘッド１５０がヘッド
固定部１６０に固定されていない状態でのポンプ１００の正面断面図である。
【００１９】
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　図２～図５に示すように、ポンプ１００は、容器２０（図１参照。）に収納されている
液体を吸い込むための吸液管１１０と、吸液管１１０が取り付けられるシリンダー１２０
と、矢印１００ａで示す方向、および、矢印１００ａで示す方向の逆方向である矢印１０
０ｂで示す方向の両方の方向、すなわち、シリンダー１２０の軸方向にシリンダー１２０
に対して移動可能にシリンダー１２０に収納されたピストン１３０と、シリンダー１２０
に収納されてピストン１３０をシリンダー１２０に対して矢印１００ａで示す方向に付勢
する付勢部としてのコイルスプリング１４０と、利用者によって押されるためのヘッド１
５０と、矢印１００ａで示す方向におけるシリンダー１２０に対するヘッド１５０の移動
を制限するためにヘッド１５０を固定するヘッド移動制限部としてのヘッド固定部１６０
と、容器２０の口部にポンプ１００を固定するためのキャップ１７０とを備えている。吸
液管１１０、シリンダー１２０、ピストン１３０、ヘッド１５０、ヘッド固定部１６０お
よびキャップ１７０は、合成樹脂によって形成されている。
【００２０】
　ヘッド１５０は、ピストン１３０に直接または間接的に連結されることによってピスト
ン１３０と連動して移動するものである。ヘッド１５０は、ピストン１３０の内部を通過
した液体をポンプ１００の外部に吐出する吐出口１５０ａが形成されている。ヘッド１５
０は、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定されている状態でヘッド固定部１６０の
一部を覆う円筒状のキャップ部１５１と、キャップ部１５１の内周に形成されていて、ヘ
ッド１５０がヘッド固定部１６０に固定されるためにキャップ部１５１の中心軸に近づく
方向に突出している固定用突起部１５２とを備えている。
【００２１】
　図６は、ヘッド１５０の一部を断面にした状態のヘッド１５０およびヘッド固定部１６
０の側面図である。図７は、図６における一部の拡大図である。図８は、図６の矢印Ａで
示す方向に観察した場合のヘッド１５０の断面図である。図９は、ヘッド固定部１６０の
平面図である。
【００２２】
　図６～図９に示すように、キャップ部１５１の矢印１００ｂで示す方向における端部１
５１ａは、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定される場合にヘッド固定部１６０に
接触する部分である。
【００２３】
　固定用突起部１５２は、ヘッド１５０がシリンダー１２０（図２参照。）から離れる、
矢印１００ａで示す方向への移動をヘッド固定部１６０との接触によって制限する離方向
移動制限部１５２ａと、ヘッド１５０がシリンダー１２０に近づく、矢印１００ｂで示す
方向への移動をヘッド固定部１６０との接触によって制限する近方向移動制限部１５２ｂ
と、ヘッド固定部１６０に対するヘッド１５０の、矢印１００ｃで示す方向、すなわち、
シリンダー１２０の周方向の回転をヘッド固定部１６０との接触によって制限する回転制
限部１５２ｃと、矢印１００ｃで示す方向における端側に形成されており、矢印１００ａ
で示す方向における下流側の部分ほど矢印１００ｃで示す方向に存在するように傾斜して
いる傾斜面１５２ｄと、矢印１００ｃで示す方向の逆方向である矢印１００ｄで示す方向
における端側に形成されており、矢印１００ａで示す方向における下流側の部分ほど矢印
１００ｃで示す方向に存在するように傾斜している傾斜面１５２ｅとを備えている。
【００２４】
　回転制限部１５２ｃは、矢印１００ｃで示す方向におけるヘッド固定部１６０に対する
ヘッド１５０の回転がヘッド固定部１６０のヘッド回転制限部としての後述の回転制限部
１６３ｂとの接触によって制限されるものであり、本発明の回転制限部接触部を構成して
いる。回転制限部１５２ｃは、矢印１００ａで示す方向に突出している。
【００２５】
　ヘッド固定部１６０は、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定される場合にキャッ
プ部１５１の端部１５１ａに接触するキャップ部端部接触部１６１ａを備えるベース部１
６１と、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定されている状態でキャップ部１５１に
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覆われる円筒状の被キャップ部１６２と、被キャップ部１６２の外周に形成されていて、
ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定されるために被キャップ部１６２の中心軸から
離れる方向に突出している固定用突起部１６３とを備えている。
【００２６】
　ベース部１６１と、固定用突起部１６３とは、矢印１００ｃで示す方向に延在していて
ヘッド１５０の固定用突起部１５２が挿入可能である突起用溝１６０ａを形成している。
【００２７】
　ベース部１６１は、ヘッド１５０がシリンダー１２０に近づく、矢印１００ｂで示す方
向への固定用突起部１５２の移動を固定用突起部１５２の近方向移動制限部１５２ｂとの
接触によって制限する近方向移動制限部１６１ｂを備えている。
【００２８】
　固定用突起部１６３は、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に固定されている状態でキ
ャップ部１５１に覆われる位置に配置されている。固定用突起部１６３は、ヘッド１５０
がシリンダー１２０から離れる、矢印１００ａで示す方向への固定用突起部１５２の移動
を固定用突起部１５２の離方向移動制限部１５２ａとの接触によって制限する離方向移動
制限部１６３ａと、ヘッド固定部１６０に対するヘッド１５０の、矢印１００ｃで示す方
向、すなわち、シリンダー１２０の周方向の回転を固定用突起部１５２の回転制限部１５
２ｃとの接触によって制限する回転制限部１６３ｂと、矢印１００ｄで示す方向における
端側に形成されており、矢印１００ａで示す方向における下流側の部分ほど矢印１００ｃ
で示す方向に存在するように傾斜している傾斜面１６３ｃと、矢印１００ｃで示す方向に
おける端側に形成されており、矢印１００ａで示す方向における下流側の部分ほど矢印１
００ｃで示す方向に存在するように傾斜している傾斜面１６３ｄとを備えている。
【００２９】
　回転制限部１６３ｂは、矢印１００ｃで示す方向におけるヘッド固定部１６０に対する
ヘッド１５０の回転をヘッド１５０の回転制限部１５２ｃとの接触によって制限するもの
であり、本発明のヘッド回転制限部を構成している。回転制限部１６３ｂは、矢印１００
ｂで示す方向に突出している。
【００３０】
　次に、ヘッド固定部１６０によるヘッド１５０の固定方法について説明する。
【００３１】
　ヘッド固定部１６０によるヘッド１５０の固定は、ポンプ１００の内部に液体が入って
いない状態で実行されることが好ましい。例えば、ヘッド固定部１６０によるヘッド１５
０の固定は、液体が収納されている容器２０にポンプ１００が固定される前に実行される
。
【００３２】
　ヘッド１５０は、ヘッド固定部１６０に対して矢印１００ｂで示す方向に移動させられ
ながら矢印１００ｄで示す方向に回転させられる。このとき、ヘッド１５０は、コイルス
プリング１４０による付勢力に抗して、ヘッド固定部１６０に対して矢印１００ｂで示す
方向に移動させられる。
【００３３】
　ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に対して矢印１００ｂで示す方向に移動させられな
がら矢印１００ｄで示す方向に回転させられると、ヘッド１５０の傾斜面１５２ｄと、ヘ
ッド固定部１６０の傾斜面１６３ｃとが接触し、ヘッド固定部１６０の傾斜面１６３ｃに
対してヘッド１５０の傾斜面１５２ｄが摺動することによって、ヘッド１５０の固定用突
起部１５２がヘッド固定部１６０の突起用溝１６０ａに案内される。
【００３４】
　なお、ヘッド１５０の固定用突起部１５２がヘッド固定部１６０の突起用溝１６０ａに
案内されることによって、ヘッド１５０のキャップ部１５１の端部１５１ａと、ヘッド１
５０の固定用突起部１５２の近方向移動制限部１５２ｂとが、それぞれ、ヘッド固定部１
６０のベース部１６１のキャップ部端部接触部１６１ａと、ヘッド固定部１６０のベース



(7) JP 2021-175673 A 2021.11.4

10

20

30

40

50

部１６１の近方向移動制限部１６１ｂとに接触すると、ヘッド１５０は、ヘッド固定部１
６０に対して矢印１００ｂで示す方向に移動させられることができなくなる。
【００３５】
　ヘッド１５０のキャップ部１５１の端部１５１ａと、ヘッド１５０の固定用突起部１５
２の近方向移動制限部１５２ｂとが、それぞれ、ヘッド固定部１６０のベース部１６１の
キャップ部端部接触部１６１ａと、ヘッド固定部１６０のベース部１６１の近方向移動制
限部１６１ｂとに接触している状態で、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に対して矢印
１００ｄで示す方向に回転させられると、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｃがヘッド固
定部１６０の回転制限部１６３ｂに接触した場合に、ヘッド１５０をヘッド固定部１６０
に対して矢印１００ｄで示す方向に回転させる力によって、ヘッド１５０の固定用突起部
１５２と、ヘッド固定部１６０の固定用突起部１６３とが互いに押し合って変形すること
によって、ヘッド固定部１６０の近方向移動制限部１６１ｂと、ヘッド固定部１６０の回
転制限部１６３ｂとの間をヘッド１５０の回転制限部１５２ｃが通過する。したがって、
ポンプ１００は、図２、図３、図６および図７に示す状態になる。
【００３６】
　次に、ヘッド固定部１６０によるヘッド１５０の固定の解除方法について説明する。
【００３７】
　ヘッド固定部１６０によるヘッド１５０の固定は、例えば、ポンプ式製品１０の使用者
によって解除される。
【００３８】
　ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に対して矢印１００ｃで示す方向に回転させられる
と、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｃがヘッド固定部１６０の回転制限部１６３ｂに接
触した場合に、ヘッド１５０をヘッド固定部１６０に対して矢印１００ｃで示す方向に回
転させる力によって、ヘッド１５０の固定用突起部１５２と、ヘッド固定部１６０の固定
用突起部１６３とが互いに押し合って変形することによって、ヘッド固定部１６０の近方
向移動制限部１６１ｂと、ヘッド固定部１６０の回転制限部１６３ｂとの間をヘッド１５
０の回転制限部１５２ｃが通過する。
【００３９】
　ヘッド固定部１６０の近方向移動制限部１６１ｂと、ヘッド固定部１６０の回転制限部
１６３ｂとの間をヘッド１５０の回転制限部１５２ｃが通過した後、ヘッド１５０がヘッ
ド固定部１６０に対して矢印１００ｃで示す方向に更に回転させられると、ヘッド１５０
がコイルスプリング１４０によって矢印１００ａで示す方向に付勢されているので、ヘッ
ド１５０の傾斜面１５２ｅと、ヘッド固定部１６０の傾斜面１６３ｄとが接触し、ヘッド
固定部１６０の傾斜面１６３ｄに対してヘッド１５０の傾斜面１５２ｅが摺動することに
よって、ヘッド１５０の固定用突起部１５２がヘッド固定部１６０の突起用溝１６０ａの
外部に案内される。
【００４０】
　そして、ヘッド１５０の固定用突起部１５２と、ヘッド固定部１６０の固定用突起部１
６３との接触が解除されると、ヘッド１５０がコイルスプリング１４０によって矢印１０
０ａで示す方向に付勢されているので、ポンプ１００は、図４および図５に示す状態にな
る。
【００４１】
　すなわち、ヘッド固定部１６０による矢印１００ａで示す方向におけるシリンダー１２
０に対するヘッド１５０の移動の制限は、ヘッド固定部１６０に対してヘッド１５０が矢
印１００ｃで示す方向に回転させられることによって解除される。
【００４２】
　以上に説明したように、ポンプ１００は、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｃが矢印１
００ａで示す方向に突出しているとともに、ヘッド固定部１６０の回転制限部１６３ｂが
矢印１００ｂで示す方向に突出していることによって、矢印１００ｃで示す方向において
回転制限部１５２ｃが回転制限部１６３ｂに接触するので、回転制限部１５２ｃと、回転
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制限部１６３ｂとの接触が解除されるために、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に対し
て比較的強い力で矢印１００ｃで示す方向に回転させられる必要があり、その結果、矢印
１００ａで示す方向におけるシリンダー１２０に対するヘッド１５０の移動の制限が偶発
的に解除される可能性を低減することができる。
【００４３】
　ポンプ式製品１０は、矢印１００ａで示す方向におけるシリンダー１２０に対するヘッ
ド１５０の移動の制限が偶発的に解除される可能性をポンプ１００が低減することができ
るので、図２、図３、図６および図７に示すように矢印１００ａで示す方向におけるシリ
ンダー１２０に対するヘッド１５０の移動がヘッド固定部１６０によって制限されている
状態での取り扱いを容易化することができる。
【００４４】
　なお、ポンプ１００は、本実施の形態において、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｃが
矢印１００ａで示す方向に突出しているが、ヘッド１５０の回転制限部が矢印１００ｂで
示す方向に突出していても良い。同様に、ポンプ１００は、本実施の形態において、ヘッ
ド固定部１６０の回転制限部１６３ｂが矢印１００ｂで示す方向に突出しているが、ヘッ
ド固定部１６０の回転制限部が矢印１００ａで示す方向に突出していても良い。例えば、
ポンプ１００は、図１０に示すように、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｆが矢印１００
ｂで示す方向に突出しているとともに、ヘッド固定部１６０の回転制限部１６３ｅが矢印
１００ｃで示す方向に突出している構成でも良い。
【００４５】
　ポンプ１００は、本実施の形態において、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｃと、ヘッ
ド固定部１６０の回転制限部１６３ｂとの両方がシリンダー１２０の軸方向に突出してい
るが、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｃと、ヘッド固定部１６０の回転制限部１６３ｂ
とのいずれか一方のみがシリンダー１２０の軸方向に突出している構成でも良い。例えば
、ポンプ１００は、図１１に示すように、ヘッド１５０の回転制限部１５２ｇがシリンダ
ー１２０の軸方向に突出していない構成でも良い。
【００４６】
　ポンプ１００は、コイルスプリング１４０がシリンダー１２０に対してピストン１３０
を付勢する矢印１００ａで示す方向にヘッド１５０の回転制限部１５２ｃが突出している
ことと、矢印１００ａで示す方向の逆方向である矢印１００ｂで示す方向にヘッド固定部
１６０の回転制限部１６３ｂが突出していることとを満たすことによって、矢印１００ｃ
で示す方向において回転制限部１５２ｃが回転制限部１６３ｂに接触するので、回転制限
部１５２ｃと、回転制限部１６３ｂとの接触が解除されるために必要な、ヘッド１５０が
ヘッド固定部１６０に対して矢印１００ｃで示す方向に回転させられる力をコイルスプリ
ング１４０による付勢力によって大きくすることができ、その結果、矢印１００ａで示す
方向におけるシリンダー１２０に対するヘッド１５０の移動の制限が偶発的に解除される
可能性を更に低減することができる。
【００４７】
　なお、ポンプ１００は、矢印１００ａで示す方向にヘッド１５０の回転制限部１５２ｃ
が突出していることと、矢印１００ｂで示す方向にヘッド固定部１６０の回転制限部１６
３ｂが突出していることのいずれか１つのみを満たすことによっても、回転制限部１５２
ｃと、回転制限部１６３ｂとの接触が解除されるために必要な、ヘッド１５０がヘッド固
定部１６０に対して矢印１００ｃで示す方向に回転させられる力をコイルスプリング１４
０による付勢力によって大きくすることができるという効果を得ることができる。例えば
、ポンプ１００は、図１１に示すように、矢印１００ｂで示す方向にヘッド固定部１６０
の回転制限部１６３ｂが突出しているが、矢印１００ａで示す方向にヘッド１５０の回転
制限部１５２ｇが突出していない構成であっても、回転制限部１５２ｇと、回転制限部１
６３ｂとの接触が解除されるために必要な、ヘッド１５０がヘッド固定部１６０に対して
矢印１００ｃで示す方向に回転させられる力をコイルスプリング１４０による付勢力によ
って大きくすることができるという効果を得ることができる。
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【符号の説明】
【００４８】
　１０　ポンプ式製品
　２０　容器
　１００　ポンプ
　１００ａ　矢印（シリンダーの軸方向を示す矢印、第１の軸方向を示す矢印）
　１００ｂ　矢印（シリンダーの軸方向を示す矢印、第２の軸方向を示す矢印）
　１００ｃ　矢印（シリンダーの周方向を示す矢印）
　１２０　シリンダー
　１３０　ピストン
　１４０　コイルスプリング（付勢部）
　１５０　ヘッド
　１５２ｃ　回転制限部（回転制限部接触部）
　１５２ｆ　回転制限部（回転制限部接触部）
　１５２ｇ　回転制限部（回転制限部接触部）
　１６０　ヘッド固定部（ヘッド移動制限部）
　１６３ｂ　回転制限部（ヘッド回転制限部）
　１６３ｅ　回転制限部（ヘッド回転制限部）

【図１】 【図２】



(10) JP 2021-175673 A 2021.11.4

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(11) JP 2021-175673 A 2021.11.4

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(12) JP 2021-175673 A 2021.11.4

【図１１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

